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これを 100%MVCとした。このときの Root Mean Square(RMS)振幅値を 1として各測定値を正
規化し%RMSとして表した。また同じ区間のMeDian power Frequency(MDF)[中央パワー周波
数]を求めた。MVC 値から算出した 20%,40%,60%MVC を 6 秒間オン 6 秒間オフのリズムで 20
回測定し、筋収縮中約 5秒間の%RMS、MDF比率を表面筋電図から求めた。MDF比率は 1回目




全被験者の各条件の最終試行の%RMS の平均値の同じ%MVC の血流制限ありとなしを t 検定し
た結果、20%MVCには有意差は生じず、40%,60%MVCには有意差が生じた。全被験者の各条件
の最終試行の MDF 比率の平均値の同じ%MVC の血流制限ありとなしを t 検定した結果、ど
の%MVC にも有意差は生じなかった。考察：20%MVC おいて血流制限ありなしに筋活動の有意
な差がなかったことから、設定した実験条件において、20%MVCの筋活動は変化しないことが分
かった。40%,60%MVCにおいて、最終試行の%RMSの血流制限ありなしに差が生じたのは 40%
を超える強度では有酸素能力の低い速筋線維が使われるため、筋の疲労が早まり新しい運動単位
が参加したためだと考えられる。まとめ：20%の強度において血流制限ありなしにおいて差は生
じず、40%,60%の強度では血流制限をすることで筋活動が活発になった。 
 
 
 
